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技術内容（１）：本発明の基本概念

基本特許：３５３７０８５

スーパーオキサイドイオン発生法

セラミック触媒水

・スーパーオキサイドイオン ；・Ｏ2
－

・ヒドロキシラジカル ；ＯＨ・

・水素イオン ；H＋

２

水

各種タンク槽に混和

機能性セラミックスボール

（充填カゴ）

次亜塩素酸
ナトリウム
NaC O

NaC O
点滴



技術内容（２）：機能性セラミックス触媒水の概要

Ｈ2Ｏ（水）

点滴

ＮａＣ Ｏ

次亜塩素酸ソーダ

①メカセラ触媒＋塩素の働きにより活性酸素が発生
②活性酸素が有機物を分解する
③pH調整（H＋還元反応）

※メカセラボールのエネルギー作用

メカセラ
ボール

（触媒反応）

ＨＣ Ｏ ＮａＯＨ HC
次亜塩素酸＋苛性ソーダ＋塩酸

Ｏ2
－スーパーオサイドの発生

Ｈ3Ｏ2 ヒドロキシル水

ＯHラジカル反応（酸化作用）
Ｈ＋（メカセラボールの還元作用）

Ｈ2Ｏ2 過酸化水素

３



技術内容（３）：生成する活性酸素の特性

スーパーオキサイドイオン（・Ｏ2
－） ヒドロキシラジカル（ＯＨ・）

ヒドロキシラジカル

スーパーオキサイド

・最も一般的な活性酸素。

・一電子還元体で、１個の不対
電子をもつ陰イオンラジカル。

・多様な反応性を示す。

・他のラジカルに比べ反応性が
低く連鎖反応を起こさない。

・他の活性酸素の前躯体となる。

最も一般的な活性酸素。

一電子還元体で、１個の不対
電子をもつ陰イオンラジカル。

多様な反応性を示す。

他のラジカルに比べ反応性が
低く連鎖反応を起こさない。

他の活性酸素の前躯体となる。

酸素分子

・最も一般的な活性酸素。最も
一般的な活性酸素

・一電子還元体で、１個の不
対電子をもつイオンラジカル。

・ラジカルに比べ反応性が低く
連鎖反応を起こさない。

・他のラジカルに比べ反応性
が低く連鎖反応を起こさない。

活性酸素の中で最も不安定で
酸化力が強い。

脂質・蛋白・糖質を速やかに
酸化分解する。

１個の不対電子を持っており
強力な酸化力を持っている。

同じように水素原子（電子核
1個・電子1個）も1個の不対
電子を持っている。

４

酸素原子核

水素原子核

電子

不対電子

空の軌道



技術内容（４）：生成する活性酸素による分解の模式図

炭素原子

酸素原子

水素原子

塩素原子

ヒドロキシラジカル
（ＯHラジカル）

（例）

ダイオキシン類分解模式図

５

参考文献：吉田隆(2007)
『排水・汚水処理技術集成』



技術内容（５）：生成する機能性セラミックボールの外観

水酸アパタイト
(3) 濃茶玉
Φ２０

チタン系
(2) 薄茶玉
Φ２０

酸化鉄系
(1) 黒玉
Φ２５・１５

備考外観

６



特許情報（基本特許）

特許第3537085号２、登録番号

株式会社 セイスイ６、権利者

西野 徳三（東北大学名誉教授）

庄子 政巳（セイスイ代表取締役）

2002-68827

2000-256558

スーパーオキサイドイオン発生法

４、公開番号

５、発明者

３、出願番号

１、発明の名称
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特許内容（１）：請求範囲

複数種の金属酸化物と、価電子帯の上端の電位がヒドロキシラジカル
の酸化還元電位より低く伝導帯の下端の電位が標準水素電極電位よ
り高いエネルギー帯構造の金属酸化物、又は価電子帯の上端の電位
がヒドロキシラジカルの酸化還元電位より低く伝導帯の下端の電位が
標準水素電極電位より高いエネルギー帯構造の金属硫化物、又は価
電子帯の上端の電位がヒドロキシラジカルの酸化還元電位より低く伝
導帯の下端の電位が標準水素電極電位より高いエネルギー帯構造
のセレン化物とを組み合わせて焼結した機能セラミックの粒体に、次
亜塩素酸ソーダ又は塩素を添加した水溶液を導入して接触させ、価電
子帯から伝導帯に励起する電子の還元作用により、スーパーオキサ
イドイオンを発生させ、水中における酸化、還元作用を促進させること
を特徴とするスーパーオキサイドイオン発生法。

８



特許内容（２）：当社応用特許 一覧

○○
液体燃料処理装置及び方法並びにメ
カセラ触媒液混合液体燃料

特開
2007-138737

6

○生ゴミ処理装置
特許第
3192408号

7

○
空気清浄化装置及び空気清浄化方
法

特許第
3717033号

9

○エアクリーナ
特許第
3375065号

8

○○
燃焼排ガス・排水浄化方法及びシス
テム

特許第
3791789号

5

○○
機能セラミックを用いた脱臭浄化及び
水触媒処理装置

特許第
3074266号

4

○
汚泥分解・水質浄化剤及び
浄化方法

特許第
3852844号

3

○汚染混合水の処理方法及びシステム
特許第
3686060号

2

○
機能セラミックの触媒水を用いた排液
処理システム

特許第
3461470号

1

固体（生ゴミ）
気体（悪臭、排
ガス、ＵＶなど）

液体（排水、廃
液、液体燃料）

処理対象

名称
登録番号、
公開番号

ＮＯ

９



他技術との比較（１）

原理図

機能セラミックスにより生成さ
れた触媒水の活性酸素によ
る酸化分解作用＋還元反応。

光が照射された光触媒表面
上の活性酸素による酸化分
解作用。

オゾンガスによる酸化分解作
用。原理

複数種の酸化金属混合酸化チタンなし触媒

次亜塩素酸ソーダ（または塩
素）を利用した機能セラミック
ス触媒法

光触媒法オゾン接触法方式

本発明比較技術２比較技術１

１０

放流水

次亜塩素酸
ナトリウム
NaC O

NaC O
点滴

各種タンク槽に
混和・曝気

セラミック触媒水

機能性
セラミックスボール

（充填カゴ）



他技術との比較（２）

本発明
比較技術２
（光触媒法）

比較技術１
（オゾン接触法）

○
（処理タンク、次亜塩装置）

△
（光源、光透過性確保）

△
（オゾン発生器、散気管）

保守頻度

○
（処理タンク面積が小）

△
（反応槽面積が中）

×
（オゾン接触槽面積が大）

据付面積

○
△

（研究中）
×油分分離

○
（触媒水注入方式のため既設
最適点に注入可能）

×
（反応槽の追加必要）

×
（オゾン接触槽の追加必要）

既設への
適用

○
（粒体の成分濃度、粒体混合
比率、触媒水注入量）

×
（光触媒量変更のみ）

×
（オゾン注入量変更のみ）

処理対象
への
適応性

○
（次亜塩素酸ソーダ
または塩素費用）

○
（光発生電力費用、
太陽光併用可能）

×
（オゾン発生電力費用、

薬品費用）

ランニン
グコスト

○
（小～大）

△
（小～中）

○
（小～大）

処理水量

１１



生成する活性酸素による分解の原理

［O2
－］，［OHラジカル］発生

CxHyOz

酸化作用

CO2+H2O

硫化水素 O2
－反応で硫酸（H2SO4）になり、水に可溶性となるので脱臭されます。

アンモニア 硝酸態窒素－亜硝酸態窒素になって水に分解され、窒素ガスとして脱臭されます。

H3O2ヒドロキシルイオンの化学反応により、酸化作用が発生し（COOH）カルボキシル基によって、

CH3COOH（酢酸）と変化し、水と二酸化炭素に分解されます。

無機物残渣

有機物(CxHyOz) は［O2
－］，［OHラジカル］の

酸化分解作用，［Ｈ＋］の還元反応により、最終

的に水と二酸化炭素に分解され、結果として汚

泥は削減されます。

下水道農業集落排水処理場

食品工場排水有機物

発生汚泥の削減

脱臭効果

廃油（鉱物油・動植物油）の分解・・・油の元素（C,H）

１２



実証効果（１）：農業集落排水処理場での汚泥減容
（平均汚水量：５９７ｍ３／Ｄ、汚泥処理量４００～500万円／年）

※施工実績：約250ｹ所

フロー図 汚泥減容効果（１／３に削減）

ＢＯＤ変化 ＣＯＤ変化
１３



実証効果（２）：ちゅう房施設での油分分離
（動植物油排水の事例、メカセラ水注入量；流入水量の１５％、試験期間3.5ケ月）

※施工実績：約500ｹ所

フロー図 試験前後の外観変化

試験前 試験後（１ケ月後）

１４

ＢＯＤ変化 ノルマルヘキサン変化



実証効果（３）：スケール除去、除菌

クーリングタワー現場写真 スケール剥離の状態

試験前 試験後（１ケ月後）

除菌効果

10未満120250
ﾚｼﾞｵﾈﾗ菌

(CFU/100ml)

10未満10未満230
一般細菌

(個/ｍｌ）

２ヶ月後１ヶ月後

試験後
試験前

１５



ビジネスプラン：脱臭装置、汚泥減容装置、油分分離装置、
除菌・殺菌装置 の市場

821245874924合計年間需要セット数

○○○65413,081
し尿処理、下水終末処理、特定事業所水
処理

○○○21413一般廃棄物処理、産業廃棄物処理

○7139自動式車両洗浄施設

○○○14284共同調理場に設置されるちゅう房施設

○○631,257
鉄鋼業、非鉄金属製品造、非鉄金属製
品製造

○○25501パルプ、紙又は紙加工品の製造

○○○○7136冷凍調理食品製造

○○8169動物系飼料製造、動植物油脂製造

○○○○1252,498
畜産農業、畜産食料品製造、水産食料
品製造

除菌・殺菌
装置

油分分
解装置

汚泥減容
装置

脱臭
装置

商品対象市場
年間需要
セット数

事業
所数

特定施設事業所

注１：年間需要セット数＝事業所数÷２０（１００％普及に２０年要するとした）
注２：事業所数出典：Ｈ１６年環境省水質汚濁物質排出量総合調査（特定施設別）

１６



ビジネスプラン：スケール分解装置の市場

注１：年間需要セット数＝事業所数÷４０（１００％普及に４０年要するとした）
注２：事業所数出典：Ｈ１６年環境省水質汚濁物質排出量総合調査（産業分類別）

177合計年間需要セット数

○5191その他の製造業

○11433精密機械器具製造業

○19775輸送用機械器具製造業

○13516電子部品・デバイス製造業

○4155情報通信機械器具製造業

○10424電気機械器具製造業

○14549一般機械器具製造業

○572,294金属製品製造業

○6254非鉄金属製造業

○8325鉄鋼業

○301,198化学工業

スケール分解装
置

商品対象市場年間需要
セット数

事業所数産業分類別事業所

１７



ビジネスプラン；売り上げ計画（１）
脱臭装置の年度別売上・利益計画（平均価格を2000万円と想定）

49.839.027.6当期利益 （億円）

16613092売上高 （億円）

836546売上げ台数（台）

9.07.05.0シェア（％）

924924924市場規模（台）

３年度２年度初年度項目

汚泥減容装置の年度別売上・利益計画（平均価格を7500万円と想定）

3.53.52.1当期利益 （億円）

9.89.86.0売上高 （億円）

13138売上げ台数（台）

1.51.51.0シェア（％）

874874874市場規模（台）

３年度２年度初年度項目

１８



ビジネスプラン；売り上げ計画（２）
油分分解装置の年度別売上・利益計画（平均価格を350万円と想定）

2,0831,470858当期利益 （万円）

5,9504,2002,450売上高 （万円）

17127売上げ台数（台）

7.05.03.0シェア（％）

245245245市場規模（台）

３年度２年度初年度項目

除菌・殺菌装置の年度別売上・利益計画（平均価格を1500万円と想定）

13,0008,4004,200当期利益 （万円）

3.82.41.2売上高 （億円）

25168売上げ台数（台）

3.02.01.0シェア（％）

821821821市場規模（台）

３年度２年度初年度項目

１９



ビジネスプラン；売り上げ計画（３）

スケール除去・除菌装置の年度別売上・利益計画（平均価格を600万円と想定）

12,8008,4004,400当期利益 （万円）

3.22.11.1売上高 （億円）

533518売上げ台数（台）

3.02010シェア（％）

177177177市場規模（台）

３年度２年度初年度項目

２０



アライアンス内容

■ ライセンス販売

・実施権許諾契約

■ 技術提供

・ノウハウ提供（有料）

・技術指導（有料）

 連絡（問合せ）先
本 社；〒983-0803 仙台市宮城野区小田原１丁目７－２５－１Ｆ

Tel； 022-292-5595 Fax； 022-292-5598
Ｅｍａｉｌ； sendai@seisui.jp

http://www.seisui.jp

東京営業所；〒110-0015 東京都台東区東上野6-2-3-5F
Tel； 03-3844-2052 Fax； 03-3844-2053

SEI SUI


